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言語に見られる民族文化性
D・O・朝克※
1．研究目的
　民族にはそれぞれ特徴があり，その特徴は民族の生活全体の中に具体的に現れ，また，人問の
日常生活と切り離しがたいところの言語の中にそのまま生きている。ある民族の言語を研究する
と，われわれは，その言語の音韻，文法，基本語彙などにおける特徴だけでなく，表現形式にお
ける特徴にも気づく。この表現形式における特徴は，それぞれの民族にとって大きな役割を演じ
てい一る。
　それぞれの民族が基盤としている生活条件や生活様式は様々である。人は，自分たちの一番熟
知している生活条件と生活様式に基づいて言語活動を行う。また，自分の熟知する対象の性質や
特徴を利用することによって，なんらかの深い意味を，最も簡潔，明快，適格に表現することが
できる。民族的特徴をよく保存している地域の民族の言語には，このようなその民族に特徴的な
表現形式の体系が非常によく発達しているのが観察される。
　たとえば，漢民族は農業を基盤として生活している民族である。農業の機械化がまだ十分に進
んでいない中国の広大な農村では，日常の農作業のほかに，駿馬，豚，鶏，鷲鳥などの家畜の飼
育が農民の日常生活の重要な部分を占めている。漢民族の農民は，これらの家畜の生活や形状を
何よりもはっきりと認識し，この認識に基づいて，人問や家畜や野生動物の特徴をふまえた言語
表現を発達させている。実際，漢民族の日常的な言語表現には，「豚のように太った人」，「豚の
ように汚い人」，「豚のようにグウグウいびきをかく人」，「豚のように臭い人」，「豚のように無精
な人」，「豚のように馬鹿な人」，「豚のように眠る人」，「豚のように目が小さい人」，「豚のように
何でも食べる人」，「駿馬のようにむやみに叫ぶ人」，「駿馬のように走る人」，「駿馬のように無茶
な人」，「駿馬のように人を蹴る人」，「駿馬のように意地っぱりな人」，「鶏のようにうるさい人」，
「鶏のようにでたらめに走る人」，「鶏のように際限なく叫ぶ人」，「鷲鳥のように歩く人」，「鷲鳥
のように騒ぐ人」，「鷲鳥のように不器用な人」など，豚，駿馬，鶏，鷲鳥に基づく比楡的表現が
非常に多い。
　中国北部に居住するツングース人には，狩猟のみを生業としている狩猟民と，狩猟と並んで牧
畜にも従事している牧畜民とがいる。牧畜民のツングース人の場合でも，牧畜に関わった歴史は
それほど古くなく，たかだか300年程度に過ぎないうえ，現在でも狩猟から完全ド離れたとはい
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いがたい。つまり，ツングース人は，伝統的な狩猟経済から牧畜への完全な移行をまだ行ってい
ないのである。彼らは，今日までずっと，熊，鹿，ノロ，大鹿，猪などの野生動物を経済生活の
基盤として暮らしてきたわけだ。このため，彼らの言語には，これらの野生動物に関連する表現
や成句が非常に発達している。たとえば，「祖先」「御祖父様」の意味のete．gengは，本来「熊」
を指す語であり，ツングース人の一部族の名称OrO：ngqOng（都倫春）の0rO：ngは，本来「鹿」
を指す語である。また，80歳に近いツングース人の老人には，etergeng「熊」，oro：ng「鹿」，
torohi「猪」，to：ni「大鹿」，jegre㎎「ノロ」，gi：se㎎「ノロ」，to：1i「兎」などの名前を持つ人が
多くみられる。同様の名前は，若い人々の間でも決して珍しくない。ツングース人の日常語には，
また，これらの野生動物の動作，性格，形状などに基づいて，人間や家畜，野生動物の特徴を比
楡的に表現する言い方が極めて多い。この種の表現には，たとえば，次のようなものがある。
jegreng　nege：ng　t血ggung廿tt廿1ireng
ノロの　ように　早く　走る
oro：ng　nege：ng　numuhi
鹿の　ように　おとなしい
0r0：ng　nege：ng　teqqi
鹿の　ように　忠実だ
to：hi　nege：ng　goddo
大鹿の　ように　高い
to：hi　nege：ng　jie1iexi
大鹿の　ように　狡滑だ
gi：Seng　nege：ng　Segge
ノロの　ように　鋭い
torohi　nege：ng　de：P亡
猪の　　ように　危険だ
torohi　nege：ng　ne：1muddi
猪の　　ように　のろま
eteggeng　nege：ng　honnoring
熊の　　ように　黒い
eteggeng　nege：ng　i：sa1xi
熊の　　ような　目
eteggeng　nege：ng　aggaXirang
熊の　　ように歩く
「最も早く走る」
「鹿のようにおとなしい」
「鹿のように忠実だ」
「背が高い」
「大変狡滑だ」
「非常に鋭い」
「本当に危険だ」
「本当にのろまだ」
「真つ黒だ」
「非常に小さい目」
「のろのろと歩く」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2
牧畜民族であるモンゴル人の毎日の労働や生活と密接な関係をもつのは，牛，馬，羊，山羊，
一27一
醗駝の5種類の家畜である。モンゴル人は，この5種類の家畜の性格，形状，動作を知悉してお
り，日常生活では，これらの家畜の特徴に関する知識をごく自然に活用して，自分の意図をきわ
めて適格に表現している。本論文は，モンゴル語独特の比楡的表現に現れている民族文化性を論
じるものである。
2．1　牛に関する比楡的表現
牛の性格，形状，動作に基づくモンゴル語の比楡的表現には次のようなものがある。
①牛の性格に基づく比楡的表現
　uherj6rigu：牛意地っぱり「本当に意地っぱりだ」
　uher　nomohan　牛　おとなしい　「非常におとなしい」
　並herteneg牛ばか「本当にばか」
　uher　jangtai牛　性格を持つ　「一本気だ」
　廿heragurtai牛癖を持つ　「頑固だ」
　uherdagutai牛かんしゃく「かんしゃくもち」
②牛の形状に基づく比楡的表現
　血herbudug伽牛大きい　「とても大きい」
　血her　beyetei牛　体を持つ　「体が大きい」
　uher　nid砒ei　牛　目を持つ　「目が大きくて丸い」
　亡hernodogodo牛　胃袋　「よく食べる人」
　buhan　b帥gutei種牛の　首を持つ　「首が太い」
　uniyen　delengtei乳牛の　乳房を持つ　　「乳房がむやみに大きい」
　tugu1u1agan小牛　赤い　「真っ赤だ」
　buha　qagan種牛　白い　「真っ白だ」
③牛の動作に基づく比楡的表現
　uher　jithuhu　牛　引く　「よく頑張る」
　血herg61iih廿牛睨み付ける「非常に怒る」
　tugu1xig　tog1ahu小牛　ように　遊ぶ　「活発に跳ね回る」
　tugu1xig　idehu小牛　ように　食べる　「よく食べる」
　buha　xig　mδrgδ1dδhu種牛　ように　角で突く　「激しく喧嘩する」
　廿her・iguuguhu牛　ように　飲む　「よく飲む」「飲兵衛だ」
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2．2　馬に関する比楡的表現
　馬の性格，形状，動作に基づくモンゴル語の比瞼的表現には次のようなものがある。
①馬の性格に基づく比楡的表現
　ajirgan　agSum　種馬　怒りっぽい　「非常に怒りっぽい」
　emnig　ga1iagu　野生馬　横柄だ　「とても横柄だ」
　emnig　xig　dogxin　野生馬　ように　荒々しい　「非常に荒々しい」
　ajirgan　ga1jagu種馬　粗野だ　「粗野すぎる」
　agta　xig　xidurgu　駿馬　ように　忠実だ　「非常に忠実だ」
　geg血：Xig　eneringg立i母馬　ように　優しい　「本当に優しい」
②馬の形状に基づく比嚥的表現
　morinhO1tei馬の足を持つ　「足が速い」
　morin　qihitei馬の　耳を持つ　「耳がいい」
　morin狐id砒ei馬の　目を持つ　「目が細長い」
　agta　in　beyetei駿馬の　体を持つ　「体つきがいい」
　mo．in　qi．aitai馬の　顔を持つ　「顔が長い」「馬面である」
③馬の動作に基づく比職的表現
　m．ri　xig　d．bd．1h、　馬　ように　走る　「早く走る」「一生懸命に走る」
　mori　xig　haraihu　馬　ように　跳ねる　「遠くまで跳ねる」
　mori　xig　jiroga1ahu　馬　ように　大股で歩く　「よく働く」
　morin　jogsoga　bar　untahu　馬の　立って　眠る　「過度に疲れる」
　morin　seguresu　a1dahu　馬？　ため息　はく　「長嘆する」「本当に心配する」
　mori　xig　urg血hu　馬　ように　驚く　「驚きすぎる」
　　　　　　　　　　　　　　2．3　羊に関する比楡的表現
　羊の性格，形状，動作に基づくモンゴル語の比楡的表現には次のようなものがある二
①羊の性格に基づく比楡的表現
　honixignomohan羊ようにおとなしい「おとなしすぎる」
　honin　arimhan　羊の　単純だ　「最も単純だ」
　h㎝i　xig　amarhan　羊　ように　平凡だ　「平凡すぎる」
　h㎝inbOgerei羊の　弱々しい　「非常に弱々しい」
　honin　ayumahai羊の　臆病だ　「本当に臆病だ」
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　honinjir廿hetei羊の　度胸を持つ　「気が小さい」
②羊の形状に基づく比瞼的表現
　honin　nidutei羊の　目を持つ　「おとなしい目をしている」・
　honinh61tei羊の足を持つ　「足が細くて小さい」
　honin　qagan　羊の　白い　「真っ白だ」（自然現象を表す）
　hnraga　xig　montogor小羊　ように　丸い　「丸々とした」
　hnraga　xig　jigahan　小羊　ように　小さい　「非常に小さい」
③羊の動作に基づく比瞼的表現
　honin　jiroga羊の　小股で早足に歩く　「急走する」
　honixigjδnOhu羊ようにぼんやりする「ぼんやりする」
　honi　xig　crgigutuhu　羊　ように　鈍る　「頭が鈍る」
　huragaxigbδmbOgeneh世小羊　ように　みだりに走る　「よく走る」
　huragaxighOhδhu小羊　ように　乳を飲む　「腕白に乳を飲む」
　honin　xig　gida1世gei羊　ように　能力　なし　「軟弱で悔りうる」
　　　　　　　　　　　　　2．4　山羊に関する比楡的表現
　山羊の性格，形状，動作に基づくモンゴル語の比瞼的表現には次のようなものがある。
①山羊の性格に基づく比瞼的表現
　imaga　xig　darbanag　山羊　ように　軽率だ　「でしゃばる」
　imaga　xigjibeg血tei山羊　ように　嫌だ　「本当に嫌だ」
　imaganmailanghai山羊の　メーメーなく　「叫ぶのが好きだ」
　iXig　Xig　Sergeg小山羊　ように　鋭い　「極めて鋭い」
　ixig　xig　qobogo小山羊　ように　活発だ　「天真欄漫で活発だ」
　imagaxiggabxigai山羊　ように　すばやい　「とてもすばやい」
②山羊の形状に基づく比楡的表現
　imagan　saha1tai山羊の　髭を持つ　「山羊髭」
　ixig　xig　hOnggen　小山羊　ρようεこ　軽い　「非常に軽い」
　imagan　qiraitai山羊の　顔を持つ　「瓜実顔だ」
　imagan　eber　xig帥g廿rtei山羊の角　ような　尖った先をもつ　「先が鋭く尖っている」
　ixig　xig　beyetei小山羊　ような　体を持つ　「体が非常に小さい」
③山羊の動作に基づく比楡的表現
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imaga　xigt廿ibegeh廿　山羊　ように　邪魔だてする　「本当に邪魔だてする」
imagaxigsamagu1tahu　山羊　ように　いたずらをする　「いたずらすぎる」
imagaxigmaquhu山羊　ように登る　「でたらめに登る」
imagaxigderbeh廿　山羊　ように　盲滅法に走る　「非常に興奮する」
ixigxigmδrg61dδh亡小山羊　ように　角突き合わせる　「いたずらに騒ぎたてる」
ixig　xig　tog1ahu小山羊　ように　遊ぶ　「戯れすぎる」
2．5　賂駝に関する比職的表現
　騎駝の性格，形状，動作に基づくモンゴル語の比楡的表現には次のようなものがある。
①騎駝の性格に基づく比楡的表現
　temegen　nomohan醗駝の　おとなしい　「非常に温順だ」
　temegen　jdnδg騒駝の　愚鈍だ　「愚鈍すぎる」
　temegen　agajigu　騒駝の　緩慢だ　「緩慢すぎる」
　temege　xig1abdag㎜　騎駝　ように　穏健だ　「とても穏健だ」
　temege　Xig　agujigu　騎駝　ように　寛容だ　「寛容すぎる」
　temege　xig　h舳qenggui騒駝　ように　我慢する　「我慢強い」
②騒駝の形状に基づく比瞼的表現
　temegen　nirugutai騎駝の　背を持つ　「個僅の」
　temegen　tuguraitai騒駝の　蹄を持つ　「足が大きい」
　temegen　hamartai騎駝の　鼻を持つ　「鼻が大きくて長い」
　temegen　qihitei騎駝の　耳を持つ　「耳が小さい」
　temegen　seg亡1xig　ohor　騎駝の　尾　ように　短い　「非常に短い」
　temegenbeyetei醗駝の体を持つ　「背が高い」
③騒駝の動作に基づく比瞼的表現
　temege　jiroga1ahu騎駝　急走する　「大股で速く歩く」
　temege　xig　guy此u　醗駝　ように　走る　「大股でゆっくり走る」
　temege　xig　sδgδdhu　騎駝　ように　這う　「ちゃんと這う」
　temege　xig　tesbOri1eh亡　騎駝　ように　頑張る　「よく頑張る」
　temege　xig　harahu騒駝　ように　見る　「遠くを眺める」
　以上は，モンゴル人の間で一般的な5種類の家畜，牛，馬，羊，山羊，騎駝の名称が，形容詞
的，副詞的な慣用句や複合語に用いられている例である。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3
　モンゴル語には，この5種類の家畜の性格，形状，動作に基づいて比職的に命名された植物の
名称が多数認められ，日常生活において頻繁に使用される。
3．1　羊の特徴に基づいた植物名
honin1ui1a羊首稽「臭いウマゴヤシ（首稽）」
honin　janggu：羊　巻耳　「ミミナグサ（巻耳）」
huragan　bdgere小羊　腎臓　　「カヤ（櫃）の実」
huragan　qihi小羊　耳　「柳葉草」
huragan　jasaga小羊　睾丸　「カラシナ（芥子）」
huragan1ui1i小羊　首宿　「丸葉の草」
羊の性格，形状，動作に基づいて命名された植物は，おおむね，小さな草である。
3．2　牛の特徴に基づいた植物名
廿her　xi1usu　牛　唾　「山の大根」
血her　xi1uhei牛　濡粟　「種蓬」
uher　sundu牛　刺　「サイカチ（マメ科の落葉樹）」
廿heroriyanggu牛蔓「山芋（穿山龍）」
立her　bωjigene牛　徳利毒　「徳利幕」
亡her亡rgene牛車前「オオバコ（車前）」
牛の性格，形状，動作に基づいて命名された植物は，太くて大きい草が圧倒的に多い。
3．3　酪駝の特徴に基づいた植物名
temegen　tui1adasu　騎駝の　霜　　「雪子」
temegen　burqag賂駝の　豆　　「ソラマメ（蚕豆）」
　temegenhe1e騎駝の舌「駝舌草」
temegen　hargana騒駝の　マンズの木　「多刺マンズの木」
temegen　hδho醗駝の　乳房　「坤梢瓜」
　temegen　ha1agai騒駝の　麻　「狭葉葦麻」
　temegen1u：1i騒駝の　霜　　「葉が大きいアカザ（薬）」
　騎駝の性格，形状，動作に基づいて命名された植物は，長く大きい草や木が比較的多い。また，
茎や幹は長くてやや細いが，実と葉は大きい草や木を指すことが多い。
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3．4　馬の特徴に基づいた植物名
　morin　jegergene馬の　麻黄　「木賊麻黄」
　gegu：in　hOhO　母馬の　乳房　　「黄金柳」
　㎜agan　Xigir小馬の　「薄葉細辛」
　unagant廿rugu：小馬の頭「ウキクサ（浮草）」
　馬の性格，形状，動作に基づいて命名された植物は，茎や幹が長く，葉が薄い草や木が比較的
多い。
3．4　山羊の特徴に基づいた植物名
　i㎜agan　jegergene山羊の　麻黄　「単子麻黄」
　imaganburgasu　山羊の　柳　「南部の柳」「垂れ柳」
　山羊の性格，形状，動作に基づいて命名された植物は，たいてい，茎や幹が細長い草や木であ
る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊
　このほか，近縁の植物間の微妙な差異をこの5種類の家畜の特徴を用いて表し分けた場合があ
る。
①arqa「柏」のいろいろ
　廿herarqa牛柏「柏横」
　honin　arqa羊　柏　「新彊柏槙」
　imagan　arqa　山羊　柏　「フォー柏横」
②・ira1ji「蓬」のいろいろ
　honinxira1ji羊蓬「時羅蓬」
　imagan　Xira1ji山羊　蓬　「臭い蓬」
　huragan　xira1ji小羊　蓬　　「転蓬」
　morinXira1ji馬蓬「黄色い蓬」
③ebes廿「草（一般的）」のいろいろ
　buha　ebesu種牛　草　「老鶴草」
　tuga1ebe軸　小牛　草　　「クララ」
　imaganxigiraebes血山羊蹄草「渋草」「羊蹄」
　また，別種の植物の間に認められる共通点を，異なった家畜の特定部位の名称を用いることに
よって表している場合がある。
①共通点をSeg刮「尾」で表す
　temegen　Seg血1騒駝の　尾　　「浜靱」（ハマユギ？）
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　buhan　seg立1種牛の　尾　「蝦夷菊」「藍菊」
　unagan　Seg廿1小馬の　尾　「系姫萩」「遠志」
②共通点をnid。「目」で表す
　廿her　nidu　牛　目　「茶薦」
　honinnidu羊目「野菊」
　この5種類の家畜の名称の中で，植物の命名にもっともよく用いられているのは，羊と牛であ
るが，馬に基づいた植物名も少なくない。一方，山羊と騎駝に基づいて命名された植物は比較的
少ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4
　モンゴル語には，この5種類の家畜の，性格，形状，動作に基づいて比楡的に命名された動物
や昆虫の名称も多数認められる。
4．1　牛の特徴に基づく動物名・昆虫名
uherjigasu牛魚「ウミウシ（海牛）」
uherxibaga牛銭「カムルチイ」（黒魚）
廿hersegu1牛尾「鯛」
uherha1igu　牛獺　　「大きな川のカワウソ（獺）」（江獺）
舳er　ogdoi　牛　倉鼠　　　「ネズミの一種」
buha　jaraga　種牛　針鼠　　　「大きい雌針鼠」
buha　xibagu　種牛　鳥　　　「葦の鷲」
世her　g廿r1jegene牛　蟻蜂　　　「コオロギ（蟻蜂）の一種」
廿herqoho牛甲虫　　「尿虫」（コガネムシ？）
牛の性格，形状，動作に基づいて命名された動物や昆虫は，皆太くて不器用なものばかりであ
る。
4．2　馬の特徴に基づく動物名・昆虫名
mOrin1aguSa　馬　　ラノ、　　「ラノ、」
morinjδgei馬蜂「スズメバチ」
moringnre1jegene馬蟻蜂「エンマコオロギ」
morinXirgu1ji馬蟻「森蟻」
ajirgan　qinoa種馬　狼　「雄狼」
馬の性格，形状，動作に基づいて命名された動物や昆虫は，一般に，足と体が長くて細く，走
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る速度も非常に早い。
　　　　　　　　　　4．3　酪駝の特徴に基づく動物名・昆虫名
　temegen　hirgu：1騎駝　雑　「ダチョウ」
　temegen　bugu騎駝　鹿　「大鹿」
　temege－1jene騎駝　接尾辞　「カマキリ」
　騒駝の性格，形状，動作に基づいて命名された動物や昆虫は，ほとんどすべて，背が高く，首
が長く，足も細くて長い。
　　　　　　　　　　　4．4　羊の特徴に基づく動物名・昆虫名
　honin　temege羊　騎駝　　「羊騎駝」
　honinhorohai羊虫「毛ジラミ」
　羊の性格，形状，動作に基づいて命名された動物や昆虫は，一般に，体が丸くて軟らかい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊
　同類の動物や昆虫の差異を，5種類の家畜の特徴を比蹴的に用いることによって表した命名の
例も少なくない。
①ha・iyaqai「燕」のいろいろ
　morinhariyaqai馬燕「雨燕」
　huraganhariyaqai小羊燕「小燕」
　honinhariyaqai羊燕「川州燕」
②hedegene「蜂」のいろいろ
　morinhedegene馬蜂「牛蜂」
　廿her　hedegene牛　蜂　「大蜂」
③9δr09eS廿「獣」のいろいろ
　buha　g6r6gesu種牛　獣　r野牛」
　imagangδrOgeS廿山羊獣「青羊」
④me1ehei「蛙」のいろいろ
　morinme1ehei馬蛙「アオガエル」
　廿herme1ehei牛蛙「牛蛙」
⑤廿tege「熊」のいろいろ
　biragu砒ege二歳牛　熊　「二歳熊」
　honinδtege羊　熊　　「短足熊」
　また，この5種類の家畜の性別や気性などに華づいて，人間の男女，動物の雌雄を区別する言
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い方がある。たとえば，「女性」をimagan「山羊」，「女性たち」をimagaqud「山羊たち」，「男性」
をbuha「種牛」またはajirgan「種馬」，「男性たち」をbuhaqud「種牛たち」あるいはajirgaqud
「種馬たち」と呼ぶ言い方があるが，これはいつも貝乏すときに用いられる。また，「ハシタカ（鷹
の一種）」の雄をhonin　hirgui「羊のハシタカ」，雌をmorin　hirgui「馬のハシタカ」という。こ
のほか，モンゴル語では，動物の雄をajirgan「種馬」で表現する場合がある。たとえば，ajir－
gan　nohai（種馬犬）「雄犬」，ajirgan　qinoa（種馬狼）「雄狼」，ajirgan　bugu（種馬鹿）「雄鹿」，
ajirgan　tahiya（種馬鶏）「雄鶏」など。
　モンゴル語で，動物や昆虫の命名や，それと関連する表現にもっともよく用いられるのは，牛
である。馬の特徴に基づく動物名，昆虫名もかなり多く見られるが，牛を用いた名称に比べると
比較的少ない。騎駝と羊に基づく命名の例はあまり見られない。説くに，山羊のつく命名の例は
きわめて珍しい。これは，山羊をあまり好まないモンゴル人の民族心理と関係があると思われる。
たとえば，モンゴル人は山羊の肉を食べると持病が再発すると言い，ふつう山羊の肉を食用とし
ない。
5
　モンゴル人の日常生活で使われている道具，生活用品，自然現象などの命名にも，この5種類
の家畜の名前が用いられていることが多い。
5．1　牛の特徴に基づく物の名称
むher　eber牛　角　「漏斗」
血herqi1agu牛石「磐石」
むher　i㎎　牛　臼　「大臼」
buha　terge種牛　車　「機関車」
buhan　mangurga種牛　ハンマー　「大ハンマー」
buhan　habiqigur種牛　鋏　「万力」「バイス」
tugu1tang小牛　汁　　「牛乳で作ったウドン」
牛の特徴に基づいて命名されている物は，一般に，大きく，重．く，固い。また，形はやや丸み
を帯びている。他方，小牛の特徴に基づいて命名されている物は，大体が柔らかくて弱い。
5．2　馬の特徴に基づく物の名称
mOrinayaga馬碗
mOrintOg09a馬鍋
「大きくてやや高い碗」
「大鍋」
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morin　hugur馬　琴　「馬頭琴」
morintamahi馬煙「阿片」
ajirgan　sa1hi種馬　風　「荒れ狂う風」
ajirgan　borogan種馬　雨　「豪雨」
馬の性格，形状，動作に基づいて命名されている物はさまざまだが，形状がすらりとしていた
り，細長い物が多い。種馬に基づいて命名されているのは，迅速で猛烈な自然現象である。
　　　　　　　　　　　　5．3　羊の特徴に基づく物の名称
　honinegωe羊雲「白雲」
　honin　dung羊　法螺　「大きくてやや太い法螺」
　huragan　qai小羊　茶　「精製した茶」
　huragan　xid廿小羊　歯　「牛馬等が年老いてから再び生えた歯」
　huragan　egむ1e／」・羊　雲　「絹雲」
　羊の性格，形状，動作に基づいて命名されている物や自然現象は，大部分，小さくて短いか，
薄くて美しい物である。
　　　　　　　　　　　　5．4　路駝の特徴に基づく物の名称
　temegen　jeg血　騒駝の　針　「長くて太い針」
　temegen　xibOge騎駝の　錐　「毛皮を縫うときに使う長くて太い錐」
　騎駝の性格，形状，動作に基づいて命名されている物は，ほとんどすべて，かなり長く，やや
太い形状のものである。
5．5　山羊の特徴に基づく物の名称
　imaganbtriye山羊　ラッパ　「ラマの小さいラッパ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊　　＊　　＊
　また，同種類の物の問の細かな違いが，5種類の家畜の性格，形状，動作に基づいた比瞼的命
名によって表されていることがある。
①Xi1「瓶」のいちいろ
　morin　Xi1馬　瓶　「背が高くやや細目の大きな瓶」
　uherxi1牛瓶「背が高く太い大きな瓶」
　buhan　xi1　種牛　瓶　「背が低く太い大きな瓶」
　huragan　xi1小羊　瓶　「小さく美しい瓶」
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②buriye「ラッパ」のいろいろ
　imaganbnriye山羊　ラッパ　「ラマの小さいラッパ」
　uherburiye牛ラッパ「ラマの大きいラッパ」
③Xitara「碁」のいろいろ
　honinxitara羊碁「羊碁（モンゴル人の碁」」
　morinXitara馬碁「チェス」
④p亡：鉄砲のいろいろ
　uher　pu：牛　鉄砲　「大砲」
　morin　pu：馬　鉄砲　「鉄砲」
　物や自然現象の命名に最も多く用いられるのは，牛と馬である。羊もよく登場するが，牛や馬
に比べると，比較的少ない。騒駝や山羊を用いた名称はあまり多くない。とくに，山羊を用いた
物や白然現象の名称は非常に少ない。
6
　この5種類の家畜の特徴，あるいは活動場所などに基づいた命名は，また，地名の中にも見ら
れる。
　morin　dabaga馬　峠　「莫力達瓦（Morin　Dawa）旗」（内モンゴル自治区の県の名）
　biragu　hota二歳牛　城　「経棚旗」（内モンゴル自治区のhexigten＜克什克謄＞旗の旧名）
　temegen　h帥g廿：騒駝の　尖った口　「特莫根胡珠」（内モンゴル自治区ewengki旗の村名）
7
家畜の名称から派生した動詞も見られる。
mori　＋　　一da　→　　morida一
馬　　　　　馬に乗る　　　＞　「出発する」「出かける」
buha　　＋　　＿da　　一レ　　buhada一
種牛　　　　交尾する　　　＞　「理不尽なことをする」
temega　＋　　一qi1e　→　temegeqi1e一
騎駝　　　　騎駝が腹這う　＞　「腹這う」
8
家畜の出てくる熟語には次のようなものがある。
　gegむ：sagahu　bar　oqihu
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母馬をしぼるへ行く　　「小便する」（女性語）
mori　harahu　bar　oqihu
馬を見るへ行く
buhan　hujug廿：jigah祖
種牛　首を　見せる
　「小便する」（男性語）
「横暴に振る舞う」
9
　以上のように，モンゴル語においては，牛，馬，羊，山羊，騎駝の性格，形状，動作，あるい
は毛色などに基づいた表現法が非常に発達しており，使用率も高い。このような表現法は，とり
わけ，漢文化の影響が少ない純粋な放牧地域のモンゴル語に豊富である。彼らの言語からこの5
種類の家畜に関係する語や表現の全部を除去するなら，その言葉は平板で味わいのないものに
なってしまうばかりか，話し手は，白分の言おうと意図する内容を十分な正確さと明瞭さをもっ
て表現することが不可能となり，もはや自分が本当のモンゴル語を話していると感じることがで
きないに違いない。
　私の考えでは，この種の特別な語や表現法があるのは，モンゴル語だけに見られる現象ではな
い。いかなる言語も，それぞれ，その民族独白の風俗習慣，心理構造，生存条件，生産活動など
によって形作られるものである。言語は，その音韻，文法，語彙の構造によって特徴づけられる
ばかりでなく，その比楡的表現法によっても特徴づけられる。このようなその言語に特徴的な比
瞼表現に用いられる語は，例外なくその言語の話し手である民族の成員全員が熟知している語で
あり，日常生活において最も多用されている語である。そして，このような比瞼的表現の中に，
その民族の風俗習慣，心理構造，生存条件，生産活動などがそのまま反映されているのである。
　この論文では，ある言語に特徴的な比楡的表現や使用頻度の非常に高い語が，その言語の語し
手である民族の特性を示していると考え，これを言語の民族文化性として考察した。言語に見ら
れるこのような現象の研究とその体系化は，その言語，そのもののより明確な理解へと私たちを
導くばかりでなく，その言語の話し手の民族に特有の心理構造，風俗習慣，生存するための物質
的条件，生産活動などをも理解する一手段となると考える。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1990．9．23　秋分の日記す）
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